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不浄定構造物の構造解析には、有力な試乗法として広く用いられるモーメン

ト分配法やカニ法、剛性マトッリグス法など多くの方法がある．しかしこれら

の方法の中にほ解析の特性を生かすために、大容量のコンピュータを吐用する

のが妥当なものもあるが、ここで述べる打法＝）はスケールも小さく、内容的

に欲張らなければ、現在広く普及しつつあるパーソナルコンピュータを用いて

十分島原が可能であるせ

本報告は操角線度法の一つであるε法について、電子計彦根を糊いて溝蕗す

高嶺番の解析の原理と手酷智彦見たもので、喪単鶉ならびに垂直封が岡時に、
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